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彙 報

彙 報 昭和６０年 ４月～
昭和６０年 ６月

人事異 動

　 （行政職）　　　　（昇　任）

　４月１日　管理部企画課長　　池田　義春

　　　　　　 （文化庁文化財保護部記念物課

　　　　　　庶務係長）

　　　　　　北九州工業高等専門学校会計課

　　　　　　長　　　　　　　　本田　信一

　　　　　　 （管理部会計課課長補佐）

　　　　　　管理部会計課課長補佐

　　　　　　　　　　　　　　　藤木　信雄

　　　　　　 （大阪大学経理部経理課共済組

　　　　　　合掛長）

　　　　　　　　　 （配置換）

　　　　　　奈良国立博物館管理課長

　　　　　　　　　　　　　　　徳岡　　昇

　　　　　　 （管理部企画課長）

　　　　　　大阪大学経理部主計課課長補佐

　　　　　　　　　　　　　　　辻　　　仁

　　　　　　 （管理部会計課課長補佐）

　 （教育職）

　４月１日　　（名誉教授称号授与）

　　　　　　　　　　　　　　　岩田　慶治

　　　　　　　　　 （配置換）

　　　　　　第五研究部教授　　杉本　尚次

　　　　　　第五研究部長

　　　　　　 （第四研究部教授）

　　　　　　　　　 （採　用）

　　　　　　第一研究部助手　　佐 木々史郎

　　　　　　　　　 （併　任）

　６月 １日　第五研究部助教授　嶋　陸奥彦

　　　　　　 （広島大学助教授）

　　　　　　　　　 （昇　任）

　６月１６日　第二研究部助教授　園田　英弘

　　　　　　 （京都大学助手）

評　議　員

　　氏　名　　　　任　期

　伊地智善継　 （５９・９・１５～６１・９・１４）

　市古 貞次　 （５９．９．１５～６１．９．１４）

　 岡 本 　道 雄 　 （５９．９．１５～ ６１． ９．１４）

　 木 田　 　宏 　 （５９．９・ユ５～ ６１． ９・１４）

　 北 村 　 　甫 　 （５９，９．１５～ ６１． ９・１４）

　 窪 徳 忠 （５９． ９，１５～ ６１． ９．１４）

　 久 山　 　康 　 （５９・ ９・１５～ ６１・ ９・１４）

　 沢 田　 敏 男 　 （５９． ９・１５～６１・ ９・１４）

　 鈴 木 　 　 尚　 （５９． ９。１５～ ６１． ９．１４）

　 土 田　直 鎮 　 （５９， ９．１５～６１・ ９・１４）

　 直 江 　 広 治　 （５９． ９．１５～６１． ９．１４）

　 中尾 　 佐 助 　 （５９． ９．１５～６１． ９・１４）

　 林 屋 辰 三 郎 　 （５９． ９．１５～６１．９．１４）

　 向坊 　 　隆 　 （５９． ９．１５～ ６１． ９．１４）

　 村 山　 松 雄 　 （５９。 ９．１５～６１． ９・１４）

　 山 田　 信夫 　 　（５９・ ９．１５～ ６１。 ９．１４）

　 山村 雄 一 　 （５９． ９．１５～ ６１．９．１４）

　 山本 　達 郎 　 　（５９． ９．１５～６１．９．１４）

運 営協 議 員

　 　 氏 名 　 　 　 任 　期

　 綾 部 　 恒 雄 　 （５９． ９．　１５～ ６１．９．１４）

　 石 井 　 米 雄 　 （５９． ５．１６～ ６１．５。ユ５）

　 石 川 　 榮 吉 　 （５９． ９．　１５～ ６１．９．・１４）

　 伊 藤 　清 司 　 （５９・ ９．・１５～ ６ユ・９．・１４）

　 祖 父江 孝 男 　 　（５９・５・１６～ ６１・５・１５）

　 富 川　 盛 道 　 （５９．９．１５～ ６１．９．　１４）

　 中根 　千 枝 　 　（５９・９．１５～ ６１・９．　１４）

　 藤 岡　 喜 愛 　 　（５９．９．　１５～ ６１．９．　１４）

　 増 田　 昭三 　 　（６０． ２・ １～ ６２・ １・３１）

　 山 田　 隆 治 　 　（５９． ９．　１５～ ６１． ９．　１４）

　 米 山 　俊 直 　 　（５９． ｇ．１５～ ６１． ９．１４）

　 伊 藤 　 幹 治 　 　（５９． ９．　１５～ ６１． ９．１４）

　 大給 近 達 　 （５９． ９．　１５～ ６１． ９．　１４）

　 加 藤 　九 詐 　 （６０，４・１～ ６２・ ３・３１）

　 中 村俊 亀 智 　 （５９． ｇ．１５～ ６１．９．　１４）

　 君 島 　久 子 　 （６０．４．１～ ６２．３．３１）

　 佐 々木 高 明 　 （５９． ９，　１５～６１． ９．　１４）

　 杉 本 　 尚次 　 　（６０．４・１～ ６２・３・３１）

　 竹 村 　卓 二 　 　（６０．４・１～ ６２・ ３・３１）

　 藤 井 知 昭 　 （６０．４． １～ ６１。９．１４）

　 和 田　 祐 一 　 （５９． ９．　１５～ ６１． ９．１４）

５４３



企 画 委 員

　 　氏 名 　 　 　 任 期

粟 津 　 　潔 　 （６０．４。 １～ ６２． ３，３１）

　五 十 嵐 道 子　 　（６０． ４・ １～６２． ３・３１）

　大 貫 　 良 夫 　 　（６０・ ４・ １～６２・ ３・３１）

　勝 井 　 三 雄 　 　（６０． ４． １～ ６２． ３，３１）

　加 藤 　 秀 俊 　 （６０． ４． １～６２． ３．３１）

　川 添 　 　登 　 （６０． ４． １～６２． ３．３１）

　黒 川　 紀 章 　 （６０． ４・ １～ ６２． ３．３１）

　後 藤 　 和 彦 　 　（６０・ ４・ １～６２・ ３・３１）

　小 松 　左 京 　 　（６０， ４．ユ～ ６２． ３．３１）

　高 田　 　宏 　 （６０． ４・ １～ ６２． ３・・３１）

　 田邊 員 人 　 （６０．４・ １～ ６２． ３・３１）

　多 比 良 　 稔 　 　（６０．４・ １～ ６２． ３．３１）

　 中 山　 和 彦 　 　（６０・ ４・ １～ ６２・ ３・　３１）

　野 瀬 　通 雄 　 （６０． ４． １～ ６２． ３．３１）

　米 山　 俊 直 　 　（６０・４・ １～ ６２。 ３・３１）

　大 林 　 太 良 　 　（６０・ ４・ １～ ６２． ３・３１）

　谷 泰 （６０． ４． １～６２。 ３．３１）

電子 計 算 機 運 営 委 員

　 　氏 名 　 　 　 任 　 期

　乃 川 　 昭文 　　（６０・ ４・ ユ～ ６２・ ３・３１）

　大 林 　 太 良　 　（６０・ ４・ １～６２． ３。３１）

　 国井 　利 泰 　 　（６０． ４． １～６２． ３，３１）

　 田 中 　 　琢 　 　（６０． ４． １～ ６２． ３．３１）

　辻　 三 郎 （６０・ ４・ １～ ６２． ３・３１）

　長 尾 　 　 眞 　 （６０， ４． １～６２． ３．３１）

　 中 野 　照 海 　　（６０． ４． １～ ６２． ３．　３１）

　 中 山　 和 彦 　 　（６０． ４． １～ ６２． ３。３１）

　西 之 園晴 夫 　 　（６０・４・ １～ ６２．３・３１）

　八 村 廣 三 郎 　 （６０・ ４ １～６２． ３ ３１）

　星 仰 （６０・ ４・ １～ ６２． ３・３１）

　 山 中　 光 一 　 　（６０． ４、 １～ ６２．３．３１）

　吉 田　 　将 　 （６０． ４． １～ ６２． ３．３１）

　佐 々木 高 明 　 （６０． ４． １～ ６２， ３．３１）

　 中村 俊 亀 智 　 （６０・ ４・ １～ ６２． ３・３１）

　大 給 　近 達　 　（６０・ ４・ １～６２． ３・　３１）

　藤 井　 知 昭 　 　（６０． ４． １～ ６２． ３。３１）

　栗 田　 靖 之 　 　（６０・ ４・ １～ ６２． ３・３１）

　小 山　修 三 　 　（６０． ４． １～ ６２． ３。３１）

　杉 田　 繁 治 　 （６０・ ４・ １～ ６２・ ３・３１）

５４４

国立民族学博物館研究報告　　１０巻２号

秦 明 夫 （６Ｇ・ ４・ １～ ６２・ ３・３１）

国 内 資 料 調査 委 員

　 　氏 名 　 　 　 任 期

　 石 塚 　 尊 俊 　 （６０・ ４・ １～６２・ ３・３１）

　 泉 　 　房 子 　 （６０・４・１～ ６２・ ３・３１）

　 犬 塚 　 幹士 　 　（６０． ４． １～６２・ ３．　３１）

　 今 村 　 充夫 　 　（６０・ ４・ １～６２・ ３・３１）

　 岩 井 　宏 實 　 　（６０・ ４・ １～ ６２・ ３・３１）

　 上 江 洲 　均 　 　（６０． ４． １～６２・ ３・３１）

　 勝 部 　正 郊 　 　（６０． ４． １～ ６２・ ３．３１）

　 神 野 　善 治 　 （６０・ ４・ １～６２・ ３・・３１）

　 萱 野 　　茂 　　（６０． ４ １～６２． ３．３１）

　 神 崎 　 宣武 　 　（６０・ ４． ユ～６２・ ３・３１）

　 木 崎 　 和廣 　 （６０． ４． ユ～６２・ ３．３ユ）

　 岸 田　 定 雄 　 （６０． ４． １～６２・ ３．　３１）

　 喜 多 　慶 治 　 （６０・４・ユ～６２・ ３・３１）

　 倉 田 亨 （６０・ ４． １～６２・ ３．３１）

　 小 谷 方 明 　 （６０・ ４・ １～６２・ ３．３１）

　 坂 本 　 正夫 　 　（６Ｇ． ４． １～ ６２・ ３．３１）

　 佐 野 　 賢 治 　 　（６０・ ４． １～６２・ ３．３１）

　 澤 　 　四 郎 　 　（６０・ ４． １～６２・ ３．３１）

　 下 野 　 敏 見 　 （６０・ ４・ １～６２・ ３・　３１）

　 鈴 木 　 尚夫 　 　（６０・ ４． １～６２・ ３．３１）

　 高 橋 　 克 夫 　 （６０・ ４・ １～ ６２・３．３１）

　 立 平 　 　 進 　 （６０・ ４． １～ ６２・３・３１）

　 田 中忠 三 郎 　 　（６０． ４． １～ ６２・３．３１）

　 鶴 藤 　 鹿 忠 　 　（６０・ ４． １～６２・ ３．　３１）

　 都 丸 十 九 一 　　（６０． ４． １～ ６２・３．３１）

　 長 倉 　 三 朗　 　（６０・ ４． １～ ６２・３．３１）

　 西 村 緩 子 　 （６０・ ４・ １～ ６２・３・３１）

　 野 ロ　 光 敏 　 （６０・ ４． １～ ６２・３．・３１）

　 橋 本 　 鉄 男　 　（６０・ ４・ １～ ６２・３．３１）

　 林 道 明 （６０・ ４． １～ ６２・３．３１）

　 福 田　 栄 治 　 　（６０・ ４・ １～ ６２・３・３１）

　 藤 本 　 英 夫 　 （６０・ ４・ １～６２・ ３・３１）

　 松 下 　 　 亘 　 （６０・ ４・ １～ ６２・３・３１）

　 山 口　　賢 俊 　　　（６０．　４．　１～６２．　３．３１）

　 山路 　興 造 　 　（６０． ４． １～６２・ ３，３１）

　 和 田　 正洲 　 （６０・ ４． ユ～６２・ ３，３１）



彙 報

館内各種委員会 （４月１日付）

○標本資料委員会委員

　伊藤　幹治　　佐々木高明　　中村俊亀智

　大塚　和義　　松山　利夫　　森田　恒之

　大森　康宏　　秋道　智彌　　石森　秀三

　板垣　義信　　岡田　精志　　佐藤　　嗣

　柴田　正美

○映像 ・音響資料委員会委員

　杉本　尚次　　君島　久子　　佐 木々高明

　藤井　知昭　　大給　近達　　大森　康宏

　櫻井　哲男　　山本 泰則　　板垣　義信

　岡田　精志　　佐藤　　嗣　　柴田　正美

○図書委員会委員

　杉本　尚次　　佐々木高明　　片倉　素子

　守屋　　毅　　福井　勝義　　藤井　龍彦

　大丸　　弘　　宮本　　勝　　吉本　　忍

　板垣　義信　　佐藤　　嗣

○国内資料調査委員会委員

　佐々木高明　　杉本　尚次　　中村俊亀智

　大塚　和義　　松山　利夫　　守屋　　毅

　大丸　　弘　　中牧　弘允　　秋道　智彌

　櫻井　哲男　　板垣　義信　　佐藤　　嗣

　柴田　正美

○情報システム委員会委員

　佐々木高明　　栗田　靖之　　松澤 員子

　江ロ　ー久　　石毛　直道　　小山　修三

　 杉田　繁治　　中牧　弘允　　久保　正敏

　 福川　圭子　　山本　泰則　　板垣　義信

　 岡田　精志　　佐藤　　嗣　　柴田　正美

○情報化委員会委員

　 竹村　卓二　　佐 木々高明　　大給　近達

　 小谷　凱宣　　栗田　靖之　　松澤　員子

　 端　　信行　　藤井　龍彦　　杉田　繁治

　 長野　泰彦　　庄司　博史　　久保　正敏

　 板垣　義信　　岡田　精志　　佐藤　　嗣

　 柴田　正美

○展示委員会委員

　 伊藤　幹治　　中村俊亀智　　大塚　和義

　 松原　正毅　　小川　　了　　端　　信行

　黒田　悦子　　友枝　啓泰　　森田　恒之

　重松真由美　　吉本　　忍　　庄司　博史

　佐々木史郎　　秦　　明夫　　岡田　精志

　佐藤　　嗣　　柴田　正美

○出版委員会委員

　竹村　卓二　　君島　久子　　周　　達生

　杉村　　棟　　和田　正平　　崎山　　理

　垂水　　稔　　ケネス・　　　 中山　和芳
　　　　　　　　　　ラドル

　永ノ尾信悟　　大塚　和夫　　須藤　健一

　八杉　佳穂　　池田　義春

○広報 ・事業委員会委員

　加藤　九詐　　和田　祐一　　松山　利夫

　田邊 繁治　　吉田　集而　　小川　　了

　石毛　直道　　小山　修三　　杉田　繁治

　垂水　　稔　　中牧　弘允　　秋道　智彌

　泉　　幽香　　秦　　明夫　　磯村　　紘

　板垣　義信　　池田　義春　　岡田　精志

　柴田　正美

○環境保全委員会委員

　佐 木々高明　　竹村　卓二　　伊藤　幹治

　大給　近達　　加藤　九詐　　杉本　尚次

　吉田　集而　　石毛　直道　　秦　　明夫

　礎村　　紘　　板垣　義信　　和田　　満

　池田　義春　　岡田　精志　　佐藤　　嗣

　柴田　正美

○防災対策委員会委員

　竹村　車二　　佐々木高明　　伊藤　幹治

　加藤　九詐　　杉本　尚次　　秦　　明夫

　磯村　　紘　　板垣　義信　　和田　　満

　池田　義春　　岡田　精志　　佐藤　　嗣

　柴田　正美

○大学院委員会委員

　佐々木高明　　竹村　卓二　　伊藤　幹治

　加藤　九詐　　杉本　尚次　　和田　祐一

　片倉　素子　　秦　　明夫

○施設整備委員会委員

　 佐々木高明　　藤井　知昭　　中村俊亀智

　 江ロ　ー久　　黒田　悦子　　長野 泰彦

　 秦　　明夫　　板垣　義信　　和田　　満

　 岡田　精志　　佐藤　　嗣

５４５



国立民族学博物館研究報告　　１０巻２号

海外における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　 　官 　職 　 　　 出 発 　 帰 国 　 　 　 行 　 先

山本　紀夫　助教授 （第四研究部）　 ６０・４・１　 ６１・４・１　 ペルー，ボリビア，チ リ，エク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 アドル

石毛　直道　助教授 （第四研究部）　 ６０・４・２　 ６０・４・８　 ベラウ共和国

松澤　員子　助教授 （第二研究部）　 ６０・４・３　　６０・５・１　　アメリカ合衆国

大森　康宏　助教授 （第三研究部）　 ６０・４・１２　 ６０・５・４　　イタ リア，フランス

藤井　知昭　教　授 （第二研究部）　 ６０・４・２２　　６０．５・２２　　中華人民共和国，マレーシア，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バングラデシュ，インド， トル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

梅棹　忠夫　館　長　　　　　　　　６０・５・１１　 ６０・５・１８　 フランス

大塚　和義　助教授 （第一研究部）　 ６０・５・２０　 ６０・５・２６　　ソ連

田邊 繁治 助教授 （第二研究部）　 ６０・５・２０　 ６１・５・１９　 タイ

秋道　智彌　助　手 （第二研究部）　 ６０・５・２４　 ６０．６・・２３　 ケニア共和国，マダガスカル民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主共和国

加藤　九詐　教　授 （第四研究部）　 ６０・６・４　 ６０・６．　２２　　ソ連

江ロ　ー久　助教授 （第三研究部）　 ６０・６・１０　 ６０・６・・２７　　中華人民共和国

小谷　凱宣　助教授 （第一研究部）　 ６０．６．１５　 ６０．＆１７　　アメリカ合衆国

杉田　繁治　助教授 （第五研究部）　 ６０・６・１９　 ６０・７．６　 アメ リカ合衆国，カナダ

片倉　素子　教　授 （第三研究部）　 ６０．６．２０　 ６１．２．２８　 カナダ

友枝 啓泰　助教授 （第四研究部）　 ６０・６・２２　 ６０・１０．１８　 ボ リビア，ペルー，アルゼンチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ン

庄司　博史　助　手 （第三研究部）　 ６０．６・・２３　 ６０．８．２３　　フィンランド，ソ連

杉村　　棟　助教授 （第二研究部）　 ６０・６・２４　 ６０・７・７　　 トルコ

周　　達生　助教授 （第一研究部）　 ６０・６・２８　 ６０・７．　２４　 中華入民共和国

来館者抄 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４月２１日 金 連 紘 （中部大学助教授）

　４月 ２日　Ｎａｒｍａｎ　Ｇ．　ＣｕＲＲＹ夫妻 （オー　　　　 ４月２３日　Ｄａｎｉｅｌ　ＰＩＰＥｓ夫妻 （アメ リカ合

　　　　　 ス トラリア，ヴィク トリア州教　　　　　　　　　衆国，ネイバ ァル ・ウォー ・力

　　　　　 育省次官）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 レッジ助教授）

　４月１４日　中国江蘇省僑務弁公室訪 日参観　　　　 ４月２５日 ．Ｍａｒｓｈａｌｌ　ＳＡ肌ＩＮｓ夫妻 （アメリ

　　　　　 団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 力合衆国，シカゴ大学人類学部

　　　　　 団長 藍 万 隆 （江蘇省僑務 　 　 　 　　 教授）

　　　　　　　　 弁公室副主任）　　　　　　　　 ４月２６日　Ｇｅｏｒｇｅ　ＤＥＶｏｓ夫妻 （アメリカ

　　　　　 団員　毛　以　智 （江蘇省僑務　　　　　　　　　合衆国，カリフォルニア大学バ

　　　　　　　　 弁公室処長）　　　　　　　　　　　　　　 一クレー校人類学部教授）

　　　　　　　　 許　　　堅 （江蘇省僑務　　　　 ５月 ７日　Ｓｔａｎｌｅｙ　ＷＩＪＥｓｕＮＤＥＲＡ （ス リラ

　　　　　　　　 弁公室科長）　　　　　　　　　　　　　　 ンカ，コロンボ大学副学長）

　　　　　　　　 萢 存 浩 （江蘇省僑務 　 　 ５月 ９日 胡 華 副 （中国，中央民族学

　　　　　　　　 弁公室科長）　　　　　　　　　　　　　　　院教授）

　４月１７日　上山　春平（京都国立博物館長）　　　　 ５月１４日　劉　士　廉 （中国，中国首都医

５４６



彙 報

　　　　 科大学学長）

　　　　 李　　　橋 （中国，中国首都医

　　　　 科大学事務局長）

　　　　 張　　　嫡 （中国，中国首都医

　　　　 科大学基礎医学教育主任）

５．月１７日 王 仁 波 （中国，陵西省博物

　　　　 館長）

５月２３日　Ｊａｃｑｕｅｓ　ＲｕＦＦＩＥ（フランス，コ

　　　　 レージュ・ド。フランス教授）

　　　　 Ｆｒａｎｇｏｉｓ　ＲＡｖＥＡｕ（フランス，

　　　　 パリ大学医学部教授）

５月２４日　中国文化部文化科技参観考察団

　　　　 団長 仲 秋 元 （科技委員会

　　　　　　　 副主任）

　　　　 副団長 包 同 之 （電影局副

　　　　　　　 局長）

　　　　 秘書　呉　煕　華 （外連局亜洲

　　　　　　　 処副処長）

　　　　 団員 杜 　 克（弁公庁主任）

　　　　　　　 呉　　　光 （科技弁公室

　　　　　　　 主任）

　　　　　　　 林 儒 忠 （科技弁公室

　　　　　　　 科長）

　　　　　　　 沈 志 成 （科技弁公室

　　　　　　　 科長）

　　　　　　　 劉 東 江 （計財司計画

　　　　　　　 処長）

　　　　　　　 高 春 林 （音楽家協会

　　　　　　　 幹部）

　　　　　　　 王　　　林（弁公庁秘書）

５月２５日　中国漸江日報社訪日代表団

　　　　 団長　鄭　夢　熊 （総編集）

　　　　 秘書長 伝 通 先 （編集委員，

　　　　　　　 文教部主任）

　　　　 団員 孟 玉 冤（政法部主任）

　　　　　　　 谷 雲 氷 （責任編集）

　　　　　　　 文 学 清 （工交財貿部

　　　　　　　 副主任）

５月２７日　Ｊ．Ｊ．　ＭｃＧｏｖＥＲＮ（英国文化セ

　　　　　ンター館長）

　　　　 中国山東大学学術交流代表団

　　　　 団長 郡　従　豪 （校長，化学

　　　　　　　 教授）

　　　　 団員 陳 之 安 （副校長）

　　　　　　　 孟　爾　烹 （系副主任）

　　　　　　　 盧　宗　功 （外事弁公室

　　　　　　　 副主任）

　　　　　　　 鄭　甘　樹 （助手）

６月 ３日　鳥　丙　安 （中国，遼寧大学教

　　　　 授）

　　　　 櫻井　龍彦 （龍谷大学講師）

６月 ４日 Ｊｏｈｎ　Ｍ．　ＬＯＭＯＲＯ （カナダ，カ

　　　　 ナダ国立博物館ニュー ・テクニ

　　　　 カル ・アドバイザー）

６月１１日　Ｓｔｅｆａｎ　ｌｖａｎｏｖ　ＰＲｏＤＥｖ （ブルガ

　　　　　リア人民共和国，文 化機 関紙

　　　　 『人民文化』編集長）

６Ｅ１４日　石井　威望，齊藤斗志二 （臨時

　　　　 教育審議会）

６月１７日　 フランス文化省使節団

　　　　 Ｍａｒｉｅ－Ａｇｎ６ｓ　ＢＥＲＮＡＲＩ）ｌｓ（プレ

　　　　 スクラブ記者）

　　　　 Ｍａｒｉｅ－Ｓｉｍｏｎｅ　ＤＥＴｏＥｕＦ（国立

　　　　 科学研究所担当官）

　　　　 Ｂｅｒｎａｒｄ　ＪＥＡＮＮＯＴ（文化省文化

　　　　 振興局文化科学技術産業 ミッシ

　　　　　ョン部長）

　　　　 Ｄｅｎｉｓ　ＲＡＩＳＯＮ（国際コミュニケ

　　　　 ー ションシンポ ジウム企画部

　　　　 長）

　　　　 Ｍｉｃｈｅｌ　ＲｏＭＡＮＤ　ＭｏＮＮＩＥＲ（文

　　　　 化省コミュニケーション新テク

　　　　　ノロジー担当官）

　　　　 Ｒｅｇｉｓ　ＳＩＲＶＥＮＴ（写真家）

　　　　 Ａｋｅｍｉ　ＭＩＣＡＵＤ（通訳）

６月２１日　姜　杓　遠 （韓国，江原日報社

　　　　 長）

　　　　 金　商　俊 （韓国，江原道教育

　　　　 監）

６月２７日　フィリピン女性記者団

　　　　　Ｍａｒｉａ　ＣＡＢＡＥＲＡ（ＴＨＥ　ＦＲＥＥ・

　　　　　ＭＡＮ新聞記者）

　　　　　Ｌａｔｉｃｉａ　ＳｕＢＡＮＧ　（ＢＵＳＩＮＥＳＳ

　　　　　ＤＡＹ新聞記者）

　　　　 Ｔｅｒｅｓａ　ＮＩＥｖＡ（ＤＩＳＰＡＴＣＨ週

　　　　 刊誌記者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　５４７



国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１。国立民族学博物館研究報告は，民族学 （文化人類学）に関する論文，資料 ・研究ノート，調

査硯究活動報告等を掲載 ・発表することにより，民族学 （文化人類学）の発展に寄与するもの

　である。

２．国立民族学博物館研究報告に寄稿することができる者は，次のとおりとする。

　（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」という。）の教官 （客員教授等を含む。）及び本館の組織

　　運営に関与する者

　（２） 本館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

　㈲　その他本館において適当と認めた者

３．原稿を寄稿する場合は，論文，資料 ・研究ノー ト，調査研究活動報告等のうち，いずれであ

　るかをその表紙に明記するものとする。なお，この区分についての最終的な調整は，国立民族

　学博物館研究報告編集委員会 （以下 「編集委員会」という。）において行う。（編集する場合は，

　原則 として論文及び資料 ・研究ノー トを １段組，その他のものを ２段組として取り扱う。）

４．原稿執筆における使用言語は，日本語，英語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語

　及び ドイッ語のうちいずれを用いても差 し支えない。ただし，その他の言語を用いる場合は，

　編集委員会に相談するものとする。

５．特殊な文字，記号，印刷方法等が必要な場合は，編集委員会に相談するものとする。

６．寄稿する原稿が論文で，日本語を使用する場合は，原則として英文により５００語程度の要旨

　を付けるものとし，その他の言語による論文の場合は，編集委員会に相談するものとする。な

　お，寄稿する原稿については，執筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記しなければ

　ならない。

７．寄稿する原稿の枚数は，原則として制限 しない。ただし，編集する場合は編集委員会の判断

　により，紙数等の関係から分割 して掲載することがある。

＆ 寄稿する原稿は，必ず清書 （欧文の場合はタイプ）し，原稿の写し１部を添付するものとす

　る。なお，図，表のスミ入れ，レタリングは，編集委員会で処理する。

９．寄稿された原稿は，審査委員会において審査のうえ，採否を決定する。なお，原稿は，採否

　にかかわらず原則として返却 しない。

１０．稿料の支払い，掲載料の徴収は行わない。

１１。原稿の執筆に当っては，別に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

１２・原稿の寄稿先及び連絡先は，次のとおりとする。

　　　 〒５６５ 大阪府吹田市千里　万博公園１０－１

　　　　　　　国立民族学博物館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）



国立民族学博物館研究報告執筆要領

１．原稿は，２００字詰原稿用紙を使用 し，横書きとする。

２．原稿は，図，表を除き，原則として黒インクを使用する。

３．日本語を使用して執筆する場合は，原則として当用漢字，現代かなつかいを用いる。

４．句読点，括弧，各種記号等は，原則として原稿用紙のマス目１字分の扱いをする。

５。原稿中の年号，月日及びその他の数字は，原則 としてアラビァ数字を用いる。なお，年号は，

　原則として西暦とする。

６．図及び表は，一図，一表ごとに別紙に書き，本文とは別に一括 して添付するものとする。な

　お，図，表ごとに通 し番号 （「図１」，「表 １」等の要領により記入），図，表名及び説明並びに

　出典等を記し，本文原稿の欄外には，それぞれのそう入箇所を指定するものとする。

７．写真は，写りの明瞭なもので，手札判以上の大きさに焼き付けたものに限り，図及び表の扱

　いに準 じて通し番号，説明を付けたうえ，そう入箇所を指定するものとする。ただし，カラー

　写真は，原則として受け付けない。

８．本文又は脚注において文献を指示する場合は，カギ括弧を付け，著者名，文献刊行年次，引

　用ページ数の順に下記の例に従って記載する。

　　［柳田 １９４２：６７－６９］

　　【Ｌｅａｃｈ　ｌ　９６１：１２３］

　　［柳田　１９４２＝６７－６９，１９４４；２０－２２；Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　ただし，同年次刊行物の場合は，アルファベット順により，下記のように記載するものとする。

　　［柳田 １９４２ａ：２０－２２］［柳田 １９４２ｂ：１０］

９，脚注は，一つ一つ別紙に記 し，通し番号を付ける。なお，本文中に脚注をそう入する箇所に

　は，脚注の当該番号を記入 し，別紙の脚注には，本文のページ数を明記するものとする。

１０．本文及び脚注において参照 した文献は，すべて原稿の末尾にまとめて下記の方法により記入

　する。

　ω　文献の配列は，著者名のアルファベット順 とすること。

　（２） 文献の記載は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌名，巻，号，出版社名の順とすること。

　　欧文の雑誌名及び単行本名は，イタリック体にするため，原稿には下線を引くこと。また，

　　ローマ字人名は，スモール ・キャピタルとするため，二重下線を引き，日本文の場合は，論

　　題にカギ括弧，雑誌名及び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌の巻数及び号数は，

　　原則としてアラビア数字を用いること。

　　（例）

　　　論文の場合　（１）

　　　　石田英一郎

　　　　　　１９４８　「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　１３（４）：３１１－３３０．

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist.  Current 

       Anthropology  14(4)  : 357-372.

論文の場合　（２）

　杉浦　健一

　　　１９４２ 「民間信仰の話」　柳田国男編 ｒ日本民俗学研究』 岩波書店，ｐｐ・１１７－１４３。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５４９



Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal  Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The  M.  I.  T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　　靖一

　　　１９６６ ｒ文明をもった生物』　日本放送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　エリアーデ，Ｍ．

　　　１９７４ ｒシャーマニズムー 古代的エクスタシー技術一 』 堀　一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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